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李 氏 朝 鮮 の 教 育 と 近 代 化 の 問 題

総合政策学部4年 学籍番号79104023

        増澤健太郎

1 は じ め に

 朝鮮 において近世 に当たる李朝期 は、約500年 にも及ぶ鎖 国の時代 であ った。我

が国の近世 は言 うまで もなく江戸 時代 であるが、江戸幕府 の鎖 国体制 と李朝 のそれ と

は少々異 なってい る。結論 か ら言 って しまえば、江戸幕府 の鎖国は、長崎 を清 とオ ラ

ンダに開放 して いたので、決 して外 国か らの情報 がすべて閉ざされていた訳 ではな く・

実際蘭学 とい う名で西洋 の思想、科学 的現実的学 問は移入 されていた訳 であ り、蛮社

の獄 までは、組織 だ った洋学 の禁止政策 は取 られ なか った。 これに対 して李朝 の鎖 国

政策 は、完全 に外国か らの情報 を遮断す るもので、19世 紀後期 に外圧 によって開国

を余儀 な くされ るまで、洋学は まった くと言 っていいほ ど、国内に移入、浸透 するこ

とはなか った。 このよ うに、同 じ東 ア ジアの国家 である我 が国 と朝鮮 の鎖国を・全 く

同 じものと して比較 することはで きないのであ る。また、封建制度を取 って いた こと

で も一見両国は同 じような過程 を歩 んで来 たように思われが ちであるが、 これ にも明

らか な差異が見 られ る。江戸期 における我 が国 の封建制度 とは、実質上 の首都で ある

江戸 におかれた幕府 に中央集権 的にすべての権力が集 中 していた訳 ではな く、実際 は

全 国に細 か く別 れた藩 ごとに、領主 が独 自の政策 をか なりの レベル まで行 うことがで

きた。 これ に対 して李朝期の朝鮮 は、それまで高句麗 、新羅 の時代か ら脈々 と続 いて

きた中国崇拝思想の影響 を強 く受 け、その制度を模 した形での中央集権 的封建体制で

あ った。前後が逆 になるか もしれないが、朝鮮 の近代化 の活動が始動す るのは187

6年 の日朝通 商修好条約以後、あ るいはその6年 後 にアメ リカ、イギ リス、 ドイツと

の間に結ばれた各通商修好条約以後 とい うことになる。 ちなみに この発端 とな ったの

は、 いわゆる江華 島事件 における日本 の軍艦雲揚号 の大砲 による攻撃であ り、朝鮮 は

西洋か ら移入 された近代科学兵器 による否応無 しの近代 への 目覚めを、 そのほんのわ

ずか前 に 目覚 めたばか りの我が国か ら受 けることになったのであ る。

 ここで、李朝期 の朝鮮において も、我が国の江戸期のよ うに、後 に近代化 の基盤 と

なった種 々の現象 が見 られたのであろ うか、 という疑問が起 こって くる。本論ではそ

の中で、 まず教育 、そのなかで も庶民教育が近代化 に もた らす効果 に注 目し、 その沿

革 と意義 を探 り、近代 に向けて どのような影響が あったのか 、あるいは果た し得 なか

ったのかを も探 りたい。

＼



2 李 朝 に お け る 教 育

 我が国では、江戸期 の寺子屋 が庶民教育 に多大 な役割を果 た した ことはあま りにも

有名である。 こうした末端での自発的教育 が、読 み書 きを教授 することによ って文盲

率 を減少 させ、 あるいはそろばんや算術 な どの基本的 な、現実的 自然科学 まで も教 え

ていたことは、後 の近代化において、そのバ ックボーンをなすべ き重要 な役割を果 た

した ことは重要 な事実 であ る。 こ うい った現 象が、果た して朝鮮 の中世 である李朝 に

おいて も見 られたので あろ うか。 ここではまず、李朝 の教育制度 を概観 した うえで、

その庶民教育機 関 として知 られ る書堂 の位 置付 け、教育 内容、効果 を探 りた い。

2.1 李朝 の全体的な教育制度の沿革

 李朝 において、国家 は教育制度 の整備 に尽力 した。具体 的には、国家の官僚 となる

べ き人間を養成 、選抜 するための郷校 ・四学か ら成均館 ・科挙受験 に至 る路線 である
。

(各校 の解説 については後述)さ らに、 こうした公的教育機 関の整備 のみな らず、書

院 ・書堂 といった私立 の教育機関を も奨励 した。 これは、で きるだ け有能 な人材を国

家 に取 り込むために取 られた政策 と見 られ る。

 一 口に李朝 とい って も我が国 によ る併合 まで約550年 もの歴 史を もつ時代 である。

したが って、その間 にあ る程度 の教育制度 の変化が あった ことは自然である。大 まか

に言 えば、先述 のよ うに、当初有能 な国民の育成 に努力 した李朝 の教育政策 は、時間

を経 るにっれてその公 的な組織 力が弱体化 して行 く。

 さて、 この時代 にお いて も、中国を国家 の規範 と していた朝鮮社会では、やは り科

挙 に合格 して官僚 とな ることが特権階級 への道で あった。 したが って、両班(ヤ ンバ

ン ・当初我 が国の氏族 に相当)と よばれ る上流階級 は、子弟が8、9歳 になると、将

来 の進学 に備えて有識者を招 いて教育 を行 った。 こう した慣例 は李朝 よりも以前 か ら

存在 し(無 論科挙 がそれ以前 か ら存在 していたことを意味す るが)、 これ らの うち、

後 に書 院、書堂 に変化 して行 くもの もあ った。

 す なわち、当初書堂 には、郷校(各 地方 に設 けられた公 的な中等教育機関)・ 四学

(京 師(ソ ウル)に 設 け られた4つ の公的 中等教育機関、郷校 よ りも成均館 の内容 に

近か った といわれている)か ら成均館(李 朝 における最 高学府)・ 科挙受験 へ とつ ら

なる準備学校 の色合 いが濃 か った。

 書 院はかつての賢人を祭 った祀 った廟 であ り、かつ私 的な教育機 関であった。 しか

し、 この書 院の興廃 には朝鮮 の封建性が色濃 く影響 してい る。つ まり、で きるだ け名

の通 った賢人 を自分 の祀廟 にまつ ることによって、名誉 名声 を保持 しよ うとしたため、

その数 が非常 に増 え、 またそ うした不純 な目的の ものが書 院を運営 することによって、

教育内容が低下 し、集 まった学生達の質 を低 下 させて しま った ことにより、各時期 に

お いて矯 正、制裁が繰 り返 されたが、1871年 に47校 を残 して、残 りの632を



す べて取 り壊 した1。

 さらに、16世 紀後半 の李朝 中期 になって、待遇 の悪 さか ら人材不足 に陥 った郷校

が有名無実化 し、また、原因は よく分か らない ものの、 その後四学 も衰退 した と言わ

れている。 さ らに最高学府 たる成均館 も、李朝 の内部 の党派争 いが激 しくなり、科挙

合格者の任官率の低下 など、制度 の弊害が顕著 となるにっれ、その機能 を失 って しま

った2。

 こうして当初整備 されて いた李朝の教育制度 は、その半 ばに してほぼ崩壊 して いた

と言 える。今 日、往々 にして この一貫 した教育制度 は、 日韓併合 によ り李朝 が崩壊す

るまで続 いた と考 え られているが、 それは誤 りであ る。

2.2 書堂の展 開

 さて、一貫 した教育制度 が持続 していた ことが現代の誤 りな らば、我が国が韓国併

合 を行 った前後 には、朝鮮 には教育がない、と考 え られていた。 これ も正 しいとは言

い切れ ない。何故 な らば、書堂 は、李朝 が消滅 するまで、 そして 日本統治時代 にも存

在 し、む しろその数 を増 や してす らいたか らである。 この書堂 のル ーツにはさまざ

まなパ ターンが存在す ることが分 か って いる,例 を挙 げると、① 一つの洞 ・里(我 が

国の 「村」 よりも小 さな単位)に おいて、人 々が共同で運営 に当た った もの(運 営は、

洞契を利用 した。 「契」 とは、相互扶助機関の ことであ る)、 ②両班 などの上流階級

が教師を招 いて子弟 を教育 した もの、③何人かで組合を作 り、教師を招 いてその子弟

だけを教育 した もの、④有志 が私財を もって教師を招 き、近隣 の子女を無料 で教育 し

た もの、⑤ 同族で運営 した もの、⑥教師が 自らの生活 、あるいは教育的な趣味のため

に設 けたもの、⑦教師が数 ヵ所 を巡 回 して教育 したものなどが知 られてい る。 この中

で最 も一般 的だ ったのが、職 業的な書堂(⑥)で ある3。

 時期 につ いては、書堂 自体 は李朝以前 に も存在 したが、高麗か ら李朝前期 にかけて

は、上記 の② や④ 、⑤ のような上層 階級 の初等教育 の色合 いが強 く、庶民層 にまでそ

の教育範囲 が広 が ったのは、書堂 と、それよ り上位 にある教育機 関との関係が薄 くな

った李朝 中期(17世 紀 ごろ)以 降 と考 え られる4。

 次 に、書堂 の構成要素 であ るが、教師の学力 は決 して一定の レベルを保 っていた訳

ではな く、官僚 で、当時地方の閑職 にあ った もの、科挙 に合格で きず、在郷 であ った

ものなどの知識 階級か ら、漢文字 す ら使 い こなせ ない もの までいた とい う5。

 また生徒は、当時 は基本的 には7～9歳 が書堂 への就学年齢 とされていたが、実際

は もっと高年齢 の生徒 もおり、20歳 ない し25歳 くらいの生徒 もいた とい う。そ し

て生徒 の うちある程度学力の進んだ ものは、教師の補助 を して他 の生徒 の指導 にも当

た っていた とい う。

 ここで注 目すべきことは、生徒 の出身階級 が、けっ して上流階級 である両班 のみに



とどまらず、① にみ られるよ うな、ある地域 全体の子 女を指導 したものや、 また④ の

なか には、 いわ ゆる 「物乞 い勉強」 といわれ るよ うな無料 の就学 を許 していた もの も

あ り、 さらに⑤ には、その同族 内の子弟のみな らず、かっては奴碑 階級 です らあ った

ものたちにも就学 を許 した開放的 な もの もあ った という。す なわ ち、書堂 の教育 は、

決 して上流 階級 のみの ものであった訳 ではな く、 これは、少 なくとも形式的 には我が

国の寺子屋 のよ うな庶民教育 であった とい うことが分 かる。

 またその規模 において も、書堂 は膨大 な

数 に及ぶ(表1参 照)。 この表 は、初 めて

書堂 の数 についての近代的統計 である19

11年 、そ して書堂が ピークに達 した19

18年 の ものによる6。           表  書堂数 と主 な.比較要素

 この表か ら、1911年 には、約165

戸当た りに1書 堂 の割合である。また1918年 の調査 か らは、洞 ・里の総数 よ りも

書堂数 のほ うが上 回 ってお り、その普及の ほどが分か る。ただ、 この時期 の書堂 の性

格 は変化 してお り、併合後 の急増 をそのまま初等教育 の普及 と考 えるには無理 がある。

この ことについては後述する。

 ちなみに書 院 と書堂の違 いにっいて補足 す ると、書堂 は、よ り広範 な階層 を対象 に

し、よ りミクロ的で あ り、より教育内容 の レベルが低下 し、かつ祀廟 とは全 くかかわ

りな く(と い うことは封建的色合 いがよ り薄 いとも解釈 で きる)、 けっして進学 につ

なが るよ うな内容 のみを教育 の対象 に した訳ではない、 とい うことがいえる7。

調査年 書襲数 生 徒 数 総 戸 数 洞・里数

1911115,540 141,604 2,742,273 ● ● o

19124,294
   1

254,S35 ● ● ■     ● " o

    一 一一

28,299

2.3 李朝 の教育 の内容

 朝鮮半島 において も、長 く支配 的であ った考 え方は儒教 であった。 したが って、李

朝 における教育 の内容 も、 これに即 した もの となっていた。

 まず、公的教育機関 であった成均館、四学 、郷校 の内容であ るが、やは り基本的 に

は儒学 に即 した文芸 などの教育 が大部分であ ったが、一方 で実業学校 も設置 され、外

国語(漢 学 、蒙学、女真学、倭学)、 医学 、陰陽学 に即 した天文学 ・地理学 ・算学、

律学(法 学 の こと)、 画学 などを教えて いたが、 いずれ も首都 に設置 されているのみ

であり、また定 員 もご く僅かであ った。

 つ ぎに私的教育機 関が、まず書 院は、先述のよ うな設立 の経緯 、特徴 か らも分 か る

よ うに}公 的教育機 関への進学 に即 した内容であ った。

 そして書堂であ るが、基本的 な読 み書 きを教 えるのに、 「千 字文」 を もちい、その

習得が終わ ると、 「童蒙先習」 とい う、経学 の基礎 を記 した ものを使用す るのが通例

であ った。その後 は小学や、李白詩 、論語 などをお しえたとい う。

 まとめれば、李朝 の教育内容は、儒学 と、中国の経学 にそのほ とん どを割 いた、と



いえる。 ここで近代 化に関 して重要 なのは、か なり広範に行われていた書堂教育 の中

で、儒学 などを学 習するために、 「千字文 」を用 いて基本 的な読み書 きを教 えて いた

点位 しか挙 げ られ ない。残念 なが ら、我が国の近世の教育 に見 られたよ うな・科学的・

実際的な教育 の萌芽 は、李朝にはほとんど見 られなか った。

3 近代化 との関連の検証

 これまで、李朝 の教育制度 について述 べた。 しか し、いくつかの疑問を残 さざるを

得 なか った。①李氏朝鮮の一貫教育制度 はなぜ崩壊 したのか、またその根底 にあ った

書堂は李氏朝鮮 が滅亡 した後 もなぜ存続 し、 またその数 を増や し続 けて行 ったのか、

②書堂が、階層的 に も規模的に もかな りの広範な普及 を見せて いたに もかかわ らず、

なぜその ような初等教育の広が りが、直接近代化 に結 び付かなか ったのか。その原因

は、書堂 の教育 の内容 に問題が あったのか、あるいは社会的な ものか、 といった こと

がその主 な内容 と言 え るであろ う。

 この項 では、 このよ うな問題 につ いて、つま り近世 か ら近代 にか けての朝鮮 半島 に

お ける教育 と近代化 、思想に関す る問題 について、探 って行 くことを 目的 としたい。

 3.1 科挙制度 と0貫 教育制度

 李氏朝鮮の教育制度が、末端の私的教育機関である書堂か ら最高学府の成均館に至

る一貫教育制度 であ った ことは これまで述べた ところだが、 この 「整備」 された教育

制度があ ったか らといって、当時 の朝鮮 において教育が進 んでいたと果 た して言 える

のであろ うか。前項 において、書堂 の役割や教育内容、さ らには構成要素 につ いて も

言 及 したつ もりではあ るが、さ らにい くつかの補足 を加 えた うえで、近世、すなわ ち

李氏朝鮮 における教育 とそれを醸成 した諸事情 にっいて考 えて行 きたい。

 当時の教育が 目指 す最高の目標は科挙合格であった。朝鮮における科挙の歴史は古

く、788年 に、当時の新羅 において、読書力 を試験 す ることによ って官吏 を選 扶し

たことに始 ま り、高麗 時代の958年 に最初 の科挙法が制定 されて・その後何度か改

正 された後1894年 に廃止 となるまで、1000年 以上 その力を保 づζ来'ヒ。 とい

うことは李氏朝鮮 においてはそのほ とん どが科挙の時代 と重 な多ことになる。 ところ

で、科挙 には い くつかの種類 があった。文科、試科 ・ -1・ 生員進士科 の4種 で ある

が、 この うち、エ リー ト官吏の登用 の州)に 行われたのは・ すなわ ち我々が一般 に科

挙 としそ認剃 ・いるのは文科 ・・)い てであ る・文科の科 目は・中国の書物 を暗p昌す

るヲー・及 び詩歌 を詠 むLと での文章力が要求 された。特 に講書 とよばれる四書六経

の暗謡は、一字一 句違 わぬ暗記が要求 される ものであった。 すなわち、学 問 としての

試験 と言 え るか どうかは疑わ しく、 とくに自然科学 などは軽視 された。 さらに この文



科 に志願で きるのは、特権階級であ る両班(ヤ ンバ ン)の 嫡 出子 に限 られて いた。い

わば、特権 階級 による特権 階級の再生産の場所 にほかな らなか った訳である。 いいか

えれば、両班 に生 まれたか らには科挙 の文科 に合格 して官吏 の道を歩 くことが至 上命

題 とされ、また この ような両班 による高級官吏独 占は、李朝社会の体制維持の システ

ム となって行 った。 また、科挙 の生 員進士科 は、文科 を受験 するための準備 と、奨学

目的のために実施 され、そのまま最高学府 であ る成均館 の入学資格 の試験 とされたよ

うであった。 さ らに武科 は、武官や下級官吏の採用試験 であ り、雑科 は天文学、医学 、

地理学 などの専門職 への試験 であ り、両班 が この試験 に志願 す ることはほとんど無 く、

平民 の階級 に当たる中人 に独 占 された。つ まり、文科 は両班 、雑科 は中人 とい ったよ

うに厳 しく身分 によ り区別 され、技術職 は全 く軽視 されて いた ことになる。

 さて、科挙 の文科 に合格す るために両班 の子弟 は幼 いころか ら教育 されて来 たわけ

だが、近世朝鮮 の一貫教育制度 をまず支 えたのは、資金力豊 富で、、かっ文科 に合格 し

なければ何 も始 ま らなか った彼 らであ ることは容易 に推測で きる。近世 の書堂 は この

ような両班子弟 の教育の要求によ ってまず成立 した と考 え られ る。 したが って初期 の

書堂 は、富裕 な両班が講師 を招 いて、 自分 の子弟のみを教 える形 を取 ってお り、その

教育内容は、あ くまで科挙の文科合格 に向けた もの、すなわち四書六経 の暗記 を目標

と した ものであ った ことは明 らかである。

 なぜ この時期 の朝鮮 において、中国の四書六経 の暗唱など といった ことが重要視 さ

れたのだ ろ うか、 とい うことにっいては後述 する。

 3.2 近世初期か ら中期の書堂

 先述 のとお り、近世初期 か ら中期 のか けての書堂は、ま さに一貫教育制度 の末端を

支え る教育機 関であ ったといえる。では、具体的 に当時の書堂 において、 どのよ うな

教師が、 どの ような階層の生徒 に対 して、 どんな内容の教育 を行 っていたのだろ うか。

 書堂 は、全 くの初等教育機関であ ったか ら、まず生徒 に教 え るものは文字 の読 み書

きであ る。 しか しここで問題 となるのは、あ くまで使用 して いた教科書 は 「千字文」

で ありぐ当時 には既 に存在 していたはずの朝鮮 の国字(ハ ングル)は 使用 され ること

が なか った。 この理 由につ いて も後述 する。

 「千字文」 によっで漢字を覚 えた ら、つ ぎは 「童蒙先習」か ら始 まる漢文の学 習で

ある。その学 習 とは、内容を理解 することよ りも暗記 することが優先 された。 また、

あ くまで教育 の内容は中国 に関することに限 ちれ、朝鮮 に関す ることは文字を始め何

も教え られなか ったという。 このような教育の弊害 は明 らかで、まず応用力 ・埋解 力

の欠落を呼 び、 さ らに自然科学 を全 く排除 することによ って、科挙のためだ けで実際

の役 に立 たない学問 をたたき込 まれ るとい うことになる。

 書堂の教育 に当たっていたのは、儒学 をおさめた儒林、 あるいは儒生 と呼 ばれる人



達 であ ったが、実際彼 らはほとん ど両班 によって占め られてお り、先 のような方法 に

よ って教育 されて来 た人々によって構成 されていた。

 最後 に書堂 に通 う生徒 についてであるが、書堂 に下層 階級 の子弟 が通 い始 めるよう

にな るのは李朝の後期 になってか らのことであ り、当初 は両班階級 の、それ も男子の

み に限 られ、女子は ほとんど教育の機会 を与 え られなか ったという。 こうして 「整備」

された教育は大量 の文盲 を作 り出 したとい う8。

 3.3 社会環境の変化と教育への影響

 このように李氏朝鮮社会において絶対的な地位を占めて来た両班階級だが、時代が

進むにっれてその地位が しだいに揺 らぎ始 めた。その例 と して、科挙 の文科 に合格 し

た ものの中か ら(当 然合格者 は皆両班で ある)、 どれだけの ものが高級官吏 と して仕

官 できたか とい う率 である。李朝初期 にはおおよそ80パ ーセ ン ト、中期 には95パ

ーセ ン トが仕官 し、全盛を誇 ったが、時期 が進むにつれ率 は低下 し、末期 にはおおよ

そ50パ ーセ ン トしか仕官で きなか った9。 なぜ このよ うな ことにな って しま ったか

とい うと、両班 階級 の増加 による官職 の絶対数 の不足、及 びそれ に伴 って、金銭 によ

る官職 の売買 が横行 したか らであるといわれて いる。

 両班 階級 にとって、官職 を得 ることは一族 の繁栄 のためには絶対 に欠 かせ ない条件

である。 もしも官職 を得 られない場合 で も、その他 の労働 を して稼 ぎを得 るとい うこ

とは絶対 に許 され ない行為であ った。 したがって、李朝の末期 になるとこうした没落

両班階級 は、他 の官職 を得 ることがで きた両班 に近 づいた り、 またよ り低 い階層の人

民の ものを強奪 した りといった方法 によ って生 きて行 くしかなか った。 このよ うに、

両班階級 の増加 とそれに伴 う他 の下層 階級 の減少 は、李氏朝鮮 の生産力 を低下 させ、

階層 間の不満 といった社会不安 を生 み出すに至 った。

 このよ うな状態 は教育 にどのような影響 を及 ぼ したのであろ うか。李齪の後期 にな

ると下層 階級 の子弟 に も書堂 における教育 の機会 を与え られたようであ るが・ これに

は支配階級 の意図が あった ことを見逃せない。基本 的には教訂機 関を主宰 できるのは

有力者だか ら、たとえば両班が、 自分の支配 する地域 ・漏 階級 の子 弟を・ 自分たち

に服従 するように教 え(こ こには儒教 が深 くか勧 る)・ さ らに自分の領地 の簸 を

上 げるためには ある程度 の技術 蝦 え るとい 確 度 の内容で あった と考え られる・ し

たが って このよ うか考玉の教育内容が・直接文盲率の低下 などといった効果 に結 び付

いた とけナLに くい。                         -

 さらに、 このよ うな身分 階層の変化による科挙制度の絶対 的効力の低下が・李朝の

一貫教育制度 に も影響を及 ぼ したの は当然 である。つ まりは、成均館 を卒業 して科挙

の文科 に合格 して も仕官の道が開けないとなるのな らば、 その3ス テムは崩壊 して当

然である。中等教育機 関である郷校 ・四学 は李朝 中期か ら後期にかけて、成均館 は末



期 にか けて崩壊 していき、初等教育機 関の書堂だけが残 って行 くことにな ったco。

 3.4 儒教思想の弊 害一 「小 中華」思想

 ではこのよ うな有形無実な ことが なぜ起 こって しま ったのだ ろうか。それを儒教 を

通 して考 えるとほぼ納得の行 く理 由が得 られると思 う。

 当時朝鮮 において儒教 は絶対視 されていた。 これは明 らかに中国の影響 であ り、我

が国 も儒教 には大 きな影響 を受 けて いることは言 うまで もない。では、朝鮮 における

儒教 とはいったい どのよ うな意味 をもっていたのだ ろうか。

 朝鮮 にお ける儒教 の取 り入 れ方の問題点 は、あま りに形骸的 に過 ぎた ことによ り、

硬直 した、形式 を重要視 す る社会 を作 って しまった ことにあ る。具体的 に示 せば、四

書六経 の理解 よりも暗記が重要視 された り、 自分 たちの国字 であるハ ングルを軽視 し、

厳格 な上下関係 か ら派生 した身分制を堅持 しようとした ことな どだ。身分制 に関する

ことは我が国に もあて はまる事 であるが、その他の ことは我 が国よりもかな り極端 な

かた ちで現 れてい る。

 さらに儒教思想 の弊害 の最 た るものが 「小 中華」思想であ る。 これは、中国が漢民

族以外 に支配 された清 の時代 に、小 さい 「中華」を自認 し、思想的 に孤立 して いった

ことによ り、堅 固な鎖国政策 を取 って しまったことで ある。 こうして李氏朝鮮 は海外

の情報 を全 く取 り入 れないまま開国まで近代化 に向けた方 向性 を打 ち出せないでいる

こととな った1㌔

 3.5 近代書堂

 近代 に入 って もなお、 しば らくのあいだ書堂 は李朝時代 と同 じような活動 を続 けて

来 たが、先述 のとお り、1911年 に初 めて書堂の近代的統計 が行 われて以来、 日本

の統治下 に もかかわ らず、その数 、生徒数 とも大 きな伸 びを示 している理 由を示 して

いなか った。結論 か ら言 えば、旧時代 の遺物 である書堂が当時 「発達」 したのは、 日

本 の教育政策 に対 す る朝鮮人民の厘抗 だったので ある。 つま り、朝鮮語 によって教 育

を行 うことので きた書堂 において、挽 日勢力 が結集 し、反 日教育 が行 われた12の は当

時の為政者 である日本 に とっては、書堂 め儒教的守 旧性 を利用 しようと して失敗 した

とい うことにな り、後 に3・1運 動 に多 くの書堂 出身者 が参加 した ことは特筆 すべ き

ことだが、 この時期 の書堂 の増加 が直接近代化 に果た した役割 というのは少 ない13と

いわざるを得 ない。

4 ま と め  '

結果 として、中世か ら20世 紀初頭 にまで連 なった李朝 にお いて、近代化 を成 し遂



げることはな らなか った、という結論 になる,Jそ の要素 と して、①鎖国体制が完全 す

ぎ・教育 レベルはかなりのものがあったに もかかわ らず、海外 の情報 を くみ取 ること

ができずに、それを近代化 に結 び付 けることがで きなか った ②中央集権 的国家 であ

り、為政者 はその地位 の安定 のみを考 え、また民衆 も名誉欲 ににか られた結果 、産業、

技術経済 などの発展 がカが向け られ なか った ③一貫教育制度 はある時期 までは整 っ

ていたが、科挙 にのみつ ながる非科学的 な教育 内容iaで あ り、 また科挙制度 自体の退

廃 によ って、一貫教育制度 その ものが崩れて しま った ④ その結果近代化 のスター ト

が遅 れ、一部 では、東学思想 などの民主主義 的な思想が醸成 され始 めたに もかかわ ら

ず、既 に近代化 の発達 した、我が国を初 めとす る帝国主義諸 国の侵入を防 ぐことがで

きなか った などを挙 げることがで きよ う。

 その中で も・ わた しが特 に注 目した、李氏朝鮮 における庶民教育機 関である書堂は 、

決 して実学的 な教育機関ではな く、四書六経 を譜 じて科挙 に備 え ることに主眼 がおか

れ・ また下層階級 に もその門戸が開かれた後 には、両班階級 の支配 の道具 としての プ

ロパ ガンダが行われていた15だ けであ り、 さらに近代 における書堂の発達 は 日本の統

治 に対 する反抗であ り、いずれ も近代化 にはそれ ほどかかわ ることがで きなか った と

考え ることがで きる。
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